
 

 

第 1603回（９月 20日）例会報告 
吹上ロータリー、行田ロータリー、行田さくらロータ

リーとの三クラブ合同例会が行田ロータリークラブの

主幹でアドバンテストクラブハウスにて行われました。 
 

会長  矢澤 大和 
 
 もう既に新聞でご承知

の事と思いますが先日、

埼玉県と行田市が文化庁

へ「さきたま古墳群を世

界遺産に」と提案を行い

ました。当クラブも、本

年度始めにサポーターの

会会長である行田商工会議所の鈴木秀憲会頭に世界遺

産の卓話を頂きました。  今夜の例会も世界遺産。 
又、１０月の最終例会は、さきたまの県立さきたま史

跡の博物館よりの、学芸員に卓話をお願いしてありま

すし、今発掘をしているさきたま古墳群の奥野山古墳

の発掘見学会で配布いたしますパンフレットを提供す

る予定です。 
去る９月１４日付けの埼玉新聞の一面の世界遺産登

録の記事「地元の期待膨らむ」という見出しで記事を

書かれていた冨田かおり記者に、一昨日の行田さくら

ロータリークラブの例会にお越しいただき、この篤い

胸のうちを・・女性の記者だからではなく・・お聞き

いただきました。 
今の私の気持ちは、出来るものなら「さきたまロータ 
リークラブ」と名前を変えたいくらいです。 

  ホストいただきました行田ロータリークラブ、関

係の皆さんにお礼を申し上げ、会長報告とします。行

田ロータリークラブの皆さん、ありがとうございます。 

 
行田 RC 山本憲作会長   吹上 RC 神庭浩会長 
 

幹事  新井 啓介 
 
１．本日の合同例会.ホス 
ト役の行田 RCには、大変
お世話になりますが、よろ

しくお願い致します。本年

度 RC3クラブは、矢澤会長
を中心に「さきたま古墳群

を世界遺産に」と言うこと 
で、第 5 グループの賛同を取付け、RI2570 地区を挙
げての社会奉仕活動になるよう要望いたしました。 
本日の卓話は、行田市の小巻企画課長より「世界遺産

登録に向けて」ですが、参考になるお話がお聞きでき

ることと思います。よろしくお願い致します。 
1. 行田さくら RCの幹事報告をさせて頂きます。 

10月例会プログラムは、職業奉仕・米山月間です。 
① 2日は、米山奨学について、西澤部門委員長と 

奨学生が来訪します。 
② 9 日は、さくら文化について、斉藤委員長卓話で



す。 
③ 16日は、ものつくり大学より教授とさくら奨学生
が来訪します。 

④ 23日は、職業奉仕で、テイエステック埼玉工場を
訪問します。 

⑤ 30日は、社会奉仕で、さきたま史跡の博物館の学
芸員が来訪します。 

 以上 5回の例会ですが出席よろしくお願い致します。 
 

ニコニコ報告 
半田太委員長 

矢澤会長  清水パスト会長、米山奨学金、ベネファ

クター有難うございました。 
新井幹事  本日は宜しくお願いします。 
清水    さきたま古墳が世界遺産として登録され

るよう願って居ります。 
田中（清） 清水さん米山奨学金寄付多額に有難うご

ざいました。 
田中（利） 世界遺産登録に向けてのお話本当に楽し

みにしております。行田が本当に凄い歴

史に支えられた町と知るにつけますます

好きになります。 
小澤(誠)  ３クラブの合同例会おめでとうございま

す。 
同文    斎藤 松岡 戸ヶ崎 川辺 田邉 渡辺 

倉持 阿部 
半田    清水様 米山奨学会、ベネファクター 

にご協力いただきまして有難うございま

した。（国際奉仕委員長） 
      ３クラブ合同例会にもかかわらずニコニ

コへのご奉仕有難うございました。 
 

卓  話 
 

行田市企画課長  小巻 政史様 
       「世界遺産の登録に向けて」 
１、世界遺産とは 
２、さきたま古墳群 
３、世界遺産登録のフローと提案書の概要 
① 世界遺産の流れ 
② 世界遺産暫定一覧表記載資産候補提案書の概要 
４、世界遺産登録を目指して       

等々について、卓話をして頂きました。 
以下に「さきたま古墳」について、簡単にふれておき

ます。行田市にある「さきたま古墳群」は昭和 31 年
に国指定の史跡になり、昭和 43 年稲荷山古墳で出土
した「金錯銘鉄剣」などが、昭和 58 年に国宝に指定
されました。埼玉県知事の「さきたま古墳群は世界遺

産に登録される価値がある」との発言を契機、行田市・

行田商工会議所が中心となり、世界遺産登録に向けて

の取り組みを行っています。先ず世界遺産へ向けての

第一歩として、国指定の特別史跡への格上げを目指し

埼玉県が動き始めました。私たち民間人も、世界遺産

登録活動を支援し広報するための、「世界遺産サポータ

ーの会」を立ち上げました。あなたもサポーターとし

て、参加しませんか？ 

 

懇 親 会 

 

 


